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自己肯定感と人とのかかわり
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図7 朝夕の挨拶：群 x男女 x学年
また、④「信頼している」は、「ない群」男子で1年より
2・3年が有意 (F=6. 68 p<. 01)に親への信頼が
増加しており、⑧「家の手伝い」では、学年進行ととも
に手伝いの増加がみられるが、特に「ない群」女子で



















が有意 (t= 2. 58 p <.01)に肯定感が高い。一方、
②「友人の意見や行動に合わせる」は「ない群」が肯
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Effects of Self-Affirmation on Interpersonal Relationships 
表3 友人とのかかわり：平均値•SDと検定結果
友人とのかかわり 群x性別
ある群 lない群 l 男 l
① 自分から
2.06 2.30 ある 2.10 
SD 0.67 0 68 




2.34 2.26 ある 2.29 
SD 0.64 0.61 SD 0.67 
t=1.96* t=1.96* 
ない 2 27 
③ 異性と気軽に話す
2.42 2.69 ある 2.45 
SD 085 0.80 











2.14 216 ある 2.18 
少人数 ない 2.16 
1⑥ 嫌でも断れない





2.39 2.34 ある 2 39 
変わる ない 2 31 
⑧ 友人関係は
1.75 1.99 ある 1.74 
SD 0.57 0.63 




に女子では「ある群」 (F=3.47 p<. 05)及び「ない
**p<0.01 *p<0.05 
群X男女 X字ヰ
女 1年 2年 3年 有恵左
2.01 あ・ ! 2 1 1 2.12 2 06 
あ・ 1 92 208 2.04 
2 22 な・ 2 49 2 26 2 47 
0 64 な・ 2.06 2.21 2 35 F=6.37** 
2.40 ぁ・男 2.23 2 38 2 27 
0 63 ぁ・女 2 39 2.46 2 37 
2 25 な・ 2 29 2.20 2.32 
な・ソ 218 2.34 2 23 
2 39 ぁ・ 248 2.50 2 35 
あ・て 2 38 2.39 2.40 
2.60 な・ 2 90 2 68 2.82 
0.80 な・て 2 62 2.49 2.71 
2 71 ぁ・男 2 59 2 50 2.44 
086 ぁ・女 2.88 2.71 2.57 F=3.47* 
2.76 な・男 2 55 2.57 2.40 
0.80 な・女 2 91 2.79 2 61 F=4.44** 
210 ぁ•月 2 26 2.05 2 23 
あ• 2 21 210 2.00 
215 な・ 2.17 2.09 2.23 
な・ 2 29 2.18 2 01 F=4.21** 
2 36 あ• 2.37 2 40 243 
あ• 2 34 2.35 2.37 
224 な・ま 2.51 2.41 2 45 
0 74 な・人 2.21 2 31 2.20 
239 ぁ.! 2 38 2 39 2.39 
あ• 2.40 249 2.31 
2 37 な• E 2 25 2 34 2.33 
な・ 2 35 244 2 33 
1.76 ぁ・ 1.61 1 86 1 77 F=5.45** 
あ• 1 72 1 79 1.76 
1 95 な・ 2.00 1.98 2.12 
な・ 1.86 1.94 2.04 












図1 一人が落ち着く：群 x男女 x学年




































②「会ったときに挨拶をする」 (t=2.58 p<. 01)⑧ 






































図13話を注意深く聞く：群 x男女 図14 先生を信頼：群x男女
表4 教師とのかかわり：平均値 •SDと検定結果
**p<0.01 *p<0.05 
1教帥とのかかわり 群 Xf生別 荏fX男 丈 X字ヰ
ある群 1ない群 l 男 l 女 1年 2年 3年 有慈差
(1) 先生とよく話す
2.66 2.93 ある 2.72 2.59 あ・男 2.82 2.68 2.65 
SD 077 0.66 SD 0 74 0.75 ぁ・女 2.63 2 69 2.49 
t=2.58** t=1.96* 
ない 2.99 2.88 な・男 2.96 3 1 2.89 
SD 0.69 0.68 な・女 3.07 2.77 2.82 F=6.81** 
t=1 96* 
② 会うと挨拶する
205 2.33 ある 206 204 ぁ・ 208 1.96 2.17 
SD 0.77 0.76 あ・ 1.94 2.17 2.05 
t=2.58** ない 2.41 2 26 な・ヒ 2.29 2.41 2.53 
SD 0.86 0.71 な・エ 215 2.24 2.38 F=3.26* 
t=l.96* 
③ 悩みや不安
3.40 346 ある 3.42 3.37 あ• ! 3.51 3.42 3.31 
ぁ・ 3.43 3.42 3 29 
を聞いてもらう ない 3 50 3 43 な・ 3.52 3 50 3.46 
な・ 3.64 3.41 3.28 F=3 88** 
④ 自分のことを
2.43 2.35 ある 2.40 2.47 あ• 2.37 2.36 2.51 
ぁ・ 2.49 2.47 2.44 
話しにくい ない 2.36 2.34 な・ 2.29 2 33 2.46 
な・ 219 2.36 2.44 
⑤ 先生を信頼
2.51 2.68 1ある 2.49 2 52 あ• 2.51 2.43 2.55 
SD 0.83 0.76 ぁ・ 2.51 2.60 2 49 
t=2.58** ない 2.76 2.62 な・ 2.80 2.71 2.78 
SD 0 84 0 72 な・ 2.55 2.61 2.68 
t=1 96* 
⑥ 話を注意深く聞く
2.50 2.58 ある 2 57 243 ぁ・男 2.54 2.50 2.70 
SD 0.75 0.74 あ・女 2.27 2.54 2.49 F=3.41* 
t=1.96* 
ない 2.65 2 53 な・男 2 70 2 56 2.68 
SD 0.80 0.66 な・女 2.52 2.57 2.51 
t=1.96* 
⑦ 分からない事
2.60 2 85 ある 2 60 2 60 ぁ・ 2.63 2.59 2.58 
SD 0.79 0.71 あ• 2.53 2.63 2 65 
は質問する t=2.58** ない 2.89 2.81 な・ 2.96 2.89 2.83 
な・ 2.85 2.84 2.76 
⑧ 敬語で話す
1.96 2.05 ある 1.91 2.01 あ・ 1.75 1.88 2.14 F=3.67** 
SD 0.77 0.74 あ• 1.87 2.08 2.09 
t=l.96* ない 210 2 00 な・ 2.09 1.99 2.22 
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①「先生とよく話す」 (F=6.81 p<. 01)③「悩みや不





















































Effects of Self-Affirmation on Interpersonal Relationships 
介護の担い手として期待するという親側の思い（坂東、
2001)と対になる状況と言えよう。
3 友人とのかかわりについて
自己肯定感のない者は友人に合わせるなど気を使
い、特に男子では、自分から話しかけたり、異性と気
軽に話すことができない。また、男子は肯定感の有無
にかかわらず、一人でいる方が落ち着く傾向が強い。
このことは、成績でも異性関係でも男子の方が女子よ
り、競争心が強く、友達がライバルであり（モノグラフ
1997)、その競争のストレスから、一人を好む傾向が
出てくるものと思われる。
4 教師とのかかわりについて
教師とは挨拶や敬語の使用など表面的なかかわり
しかもたない傾向にあるが、子どもたちは担任と儀礼
的に付き合い、生身の人間として接触することが希薄
である（くもん子ども調査基本報告書 1993)と指摘さ
れていることと一致しており、自己肯定感のない者は
その傾向が強いことが本研究で明らかになった。また、
学年が上がるほど教師と子どもの交流は低くなるとの
指摘もあるが、本研究では、男女共に3年で挨拶や敬
語を使わなくなることと同時に、教師との会話や、悩み
を聞いてもらうことへの否定感がやや薄れ、教師との
距離が近づく者もおり、この傾向は自己肯定感のない
女子に顕著であった。このことは、高校生と教師は「進
路」という接点で結びつく（からざレポート 1997)の
指摘があるように、高校3年は進路選択の時期であり、
進路相談との関連が考えられる。
今後の課題
高校生段階での自己肯定感のある者は半数を下回
っていたが、中学・小学生の発達段階での自己肯定
感の推移と、それに伴う人とのかかわりの変化を明ら
かにすることが今後の課題である。
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